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おと ねん まえ そうfう
"菖''で65年前を想像
ラジオ､レコ_ド､げた...善い蓋を最舟 店毎こども畠菖クラブは 善を由き､蓋菩蔽 乱 ルコードの菖鮎 敵 せてもらい乱 たo乱 ､げたもみヒ t?tう L;つ亡い Fし■ tfんモ5 と■ あなLLウd<せい

17日､｢昔から想像する65 実際にl乱＼てみました｡こども記者は､戦争の時にみんなと同じ小学生だっ
I)んJa LJ>乱1亡▲つしっ コとつもとしリつGi<SつZlん ひS Ilん JEp>もとし ま石やまとしこ し･}ざLl 亡し け
年前｣をテーマにしたこども取材教室を松本而立博物館で開きました｡65年 た松本市の丸山年子さん(76)たちに取材して､記事を書いてみました｡
玖 つウ 払1へいよつt+んt'5 とE くうレケつErtlL1う GLく序つZl̂, a'a
前まで続いた太平洋戦争の時の｢空襲警報｣や博物館l=ある古いラジオの *ことも魚島義畠の示適は､4月25El付FZn jElでもことも曲者が毒えています｡

蓋のIB毒虫畠で曲る蓋のこどもたち魯
5月15日(土)13:30-16:30

会場=長野県立歴史館(千曲市)

5月15E3(土)､こども取材牧童r昔の少
年雑徒をHいてみたら.Iを榊きます｡会珠

のJI野yR立歴史館(平曲市)には､70-

80年前の古いこども向け雑技がたくさん
あります｡内省は洗面や小机､野球のJレール無税など｡それらの姐柾を

東熊に手に切って､当時のこどもたちがどんなものに関心を向けてい

たのか､どんな波面が読まれていたのか､探ってみよう!県立歴史館

の書Pl幸(事芸JL)が取材にこたえてくれます｡

【対象】原則小学4年生～6年生 ※会場への行きと帰り
は保護者の人と一緒に来てね 【定員】30人 【参加料】
無料 【申込方法】郵便番号､住所､電話番号､名前

(よみがなも)､保護者の人の名前､学年､信濃毎日新聞

地域活動部｢こども取材教室｣あてに､ハガキ(〒380-8546長野市南
県町657)､ファクス(0261236-3193)で申し込んでね｡【お問い合わ

せ】信濃毎日新聞地域活動部 TELO26-236-3110

｢ドを聞かせてくれた

蕗朱鳥五億錫鹿展示説明ボランティ*tや*上し=丸山年子さん(7
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松本市立薄姦鹿の拳蓋鼻

一ノ瀬幸治さん(30)
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瀞 こども舶 舛 ブのメン′で-誠 しています｡メンJトにな払 軸 由如 ,ジと紬 をプレゼント｡r=ども舶 乃ブ組 とれ､て､舶 細 魚舶 訳 どしどし免れ てくださいね｡


